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【目的】ウラルカンゾウの地下部の乾燥物である甘草は、漢方処方の 7 割以上に

配合される最も重要な生薬である。しかし、その供給のほとんどは、中国北部の

野生植物の採取に依存している。これまでに我々は、1年間の水耕栽培で日本薬局

方（日局）のグリチルリチン酸（GL）の規格値を満たす根が得られるウラルカン

ゾウ優良株の育成と、人工水耕栽培により得られた地上茎を挿し穂とする挿し木

法による苗の大量増殖に成功した 1）。今回、本法により増殖させた苗を開放系で栽

培し、得られた根の生薬としての評価を行ったので報告する。 

【方法】人工水耕栽培したウラルカンゾウ地上茎より育成した苗を材料に、種々

開放系栽培環境下で栽培し、得られた根の生薬としての適合性を評価した。 

【結果・考察】2012-2013 年の栽培試験（北海道野外圃場、つくば野外圃場筒、つ

くば近郊野外圃場、種子島ハウス筒）では、北海道野外圃場で 434 日間栽培した

優良株 GuIV1 において、日局の GL 規格値を満たす根（径 0.5 cm 以上の根の GL 含

量:3.54-3.71%）が得られ、さらにこれらの乾燥根は、他の全ての日局規格に適合

した。また、同植物体においては、径 0.5 cm 未満の根においても、高い GL 含量

（3.30-3.88 %）を示し、同様に他の日局規格に適合した。現在、2013-2014 年の

栽培試験結果について解析している。 
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